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自己紹介

https://www.itmedia.co.jp/news/0204/05/feminity.html

https://echonet.jp/

https://www.eccj.or.jp/vanguard/commende-10.html https://www.w3.org/

東芝 / 世界初のネットワーク家電Feminityシリーズ2002

東芝 / 省エネ大賞製品の開発1997
W3C Keio site Manager/ HTML5の普及
2009

未来を想像して！
IoTスマートハウスが創る未来をご一緒に作りましょう

http://sh-center.org/

一色 正男(いっしき まさお)
経歴：東芝時代（1982入社-2008卒業）

慶應義塾大学特任教授(2009-2015)
神奈川工科大学教授(2013-2022）、特命教授(2022-現在)

自己紹介

https://www.itmedia.co.jp/news/0204/05/feminity.html
https://echonet.jp/about/
https://www.eccj.or.jp/vanguard/commende-10.html
https://www.w3.org/
http://sh-center.org/
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2012年から政府としてHEMSを推進

事務局
（経産省）
（支援ＩＡＥ）

スマートコミュニティアライアンス（事務局：NEDO）

スマートハウス・ビル標準・事業促進等検討会

林教授（早稲田大学） 一色教授（神奈川工科大学）、梅嶋特任講師（慶応大学）

重点機器の業界団体

座長 副座長

研究・実証チーム
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・東京ガス
・高圧ガス
保安協
会

ＨＥＭＳ ＴＦ
スマメ TF デマンドレスポンス ＴＦ

・電子情報技術産業協会
・自動車工業会
・日本電機工業会
・燃料電池実用化推進協議
会

・日本冷凍空調工業会
・電池工業会
・太陽光発電協会
・日本ガス協会
・日本ガス石油機器工業会
・プレハブ建築協会
・日本配線システム工業会
・情報通信技術委員会
・電気安全環境研究所
・電気事業連合会
・エコーネットコンソーシアム

・シャープ
・ソニー
・ダイキン
・GSユアサ
・日立
・オムロン
・京セラ
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・東芝
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・トヨタ
・日産
・ホンダ
・リンナイ

オブザーバ：経済産業省、総務省、ＮＥＤＯ 他

早稲田大学 神奈川工科大学

ｴﾈﾙｷﾞｰ・通信
重点機器ﾒｰｶｰ

＋ ＋
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エネルギー総合工学研究所
（IAE）
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・京セラ
・ダイキン
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※平成24年6月設立時当初の体制

日本の取り組み
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2012年から政府としてHEMSを推進
2011年に節電・省エネの更なる推進はかるため、①異なるメーカ間の相互
接続性を確保し、「見える化」や自動制御の実現②スマートメーターとHEMS
の連携による多様なサービスの創出を目的に検討が開始されました。

出所：スマートハウス・ビル標準化検討委員会 中間取りまとめ（案）より
http://www.meti.go.jp/committee/summary/0004668/011_04_02.pdf

日本の取り組み

http://www.meti.go.jp/committee/summary/0004668/011_04_02.pdf
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標準化：HEMSの公知な標準インターフェイス

2012年2月、経済産業省が、ECHONET Lite (ISO/IEC 14543-4-3)
をHEMSにおける公知な標準インターフェイスとして推奨。

出所：スマートハウスビル標準化検討委員会 中間取りまとめ（案）より
http://www.meti.go.jp/committee/summary/0004668/011_04_02.pdf

日本の取り組み

IoT化
決定

http://www.meti.go.jp/committee/summary/0004668/011_04_02.pdf
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推奨したECHONET Lite (ISO/IEC 14543-4-3)とは

■共通仕様によるマルチベンダー環境の実現

異なるベンダーの機器を相互接続し、制御することが可能

■各種既存の標準的な伝送メディアの利用が可能

有線LAN（Ethernet）、無線LAN（Wi-Fi）等の広く普及している

標準的な 伝送メディアを用いて、システムの構築が可能。

■家庭・中小ビル・店舗向け等、広範囲な機器に対応

100種類以上の機器のコマンドを定義しており、

新しい機器についても、随時コマンド を追加ができる。

■クラウド上のサービスとの連携が可能

インターネット上の様々なシステムと連携し、

高度なサービスの実現が可能。

世界中の誰でも規格書が無料で入手出来ます！
http://echonet.jp/spec/

OpenでIPベースかつ細かいコマンドがある

出所：エコーネットコンソーシアムWebサイト
https://echonet.jp/shipments/

累計出荷台数約1.4億台

現状

http://echonet.jp/spec/
https://echonet.jp/shipments/
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認証支援センターの外観

主に4つのテーマを中心に活動
1) ECHONET Lite相互接続環境（認証支援センター）の整備
2) 新規参入事業者向けのＨＥＭＳ開発支援キットの開発
3) ECHONET Liteに関連する企業の皆さまへの支援
4) ECHONET Liteの国際的な普及活動

実機接続可能なECHONET Lite機器を順次拡充

企業向けに相互接続試験環境を提供

スマートハウス研究センター（HEMS認証支援センター）

http://sh-center.org/

センター

大学紹介

http://sh-center.org/
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2030年に向けた住宅・建築物の対応
（第6次エネルギー基本計画）

出所：環境共創イニシアティブ
https://sii.or.jp/zeh05/

エネルギー政策

住宅のエネルギー
政策の要は「ZEH」

東京都が2025年4月から
新築住宅へのPV設置義務化※

制度を開始予定
※大手住宅メーカーが対象

https://sii.or.jp/zeh05/
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住宅分野での政策の要は「ZEH」の普及

ZEHとは、住宅の断熱性能向上、省エネ機器導入、再エネ活用した住宅

出所：環境共創イニシアティブ
https://sii.or.jp/zeh05/

エネルギー政策

https://sii.or.jp/zeh05/
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ZEHにはHEMS＆ECHONET Liteの標準装備が基本

出所：環境共創イニシアティブ
https://sii.or.jp/zeh05/

政府のZEH政策では、
HEMSや省エネ機器、
エネルギー機器には

ECHONET Lite認証取得
していることが補助対象

の条件の一つ

エネルギー政策

https://sii.or.jp/zeh05/


Smart House Research Center

11Kanagawa Institute of Technology, JAPAN

次世代ZEH＋ではさらに高度な「ECHONET Lite AIF」仕様が要件

出所：一般社団法人エコーネットコンソーシアム
https://sii.or.jp/zeh05/

エネルギー政策

https://sii.or.jp/zeh05/
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神奈川工科大学はエコーネットコンソーシアムと連携し、
政府からの支援を受けてECHONET Lite AIFの国際標準化を推進

出所：神奈川工科大学スマートハウス研究センター
http://sh-center.org/hemsinfo/3768

エアコン、蓄電池のISO/IEC登録完了、現在EV充放電器・充電器の国際標準化提案実施中

経済産業省連携

http://sh-center.org/hemsinfo/3768
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海外の方の見学対応も推進してます

https://www.kait.jp/news/1642.html

広報記事:国際協力機構（JICA）海外研修員が神奈川工科大学を訪問

https://www.kait.jp/news/1693.html

広報記事:台湾スマートグリッド推進一行が神奈川工科大学を訪問

海外発信

https://www.kait.jp/news/1642.html
https://www.kait.jp/news/1693.html
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SDKs from KAIT

Tool

http://sh-center.org/sdk

Middleware

Emulator Others

JSON file of 
Appendix

神奈川工科大学でiphone向け
コントローラーアプリを開発。
「ECHONET Lite」で検索！

♯照明用、エアコン用、レンジフード用など

開発支援

http://sh-center.org/sdk
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無料のスマートハウスアプリ（PLIS）
◆ IoTデバイスのデータ収集・蓄積・解析、生活提案ソフト

◆MITライセンス

◆UserがDBを解析することも可能

◆Gitのオープンリポジトリ

◆開発協力大歓迎

開発支援
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電設系教材としてのIoTミニチュアスマートハウス

•横浜の企業団体と現在開発中 X

壁照明

フロア照明

施錠
ドア

スマート
電力量計

床暖房

電動窓

TV

エアコン

65cm

電気工事関係者へのスマートハウスに関する理解を深めるための活動を推進

大学とセンターの研究

電設系工事の構造理解、
模擬的通信環境勉強、接続試験練習など、
電気電設工事の教育質向上へ役立つことを
期待して、開発している。
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ECHONET IoTマスター制度の紹介教育関連

https://echonet.jp/about_echonet_iot_master_syst/エコーネットコンソーシアムWebサイト

https://www.internetacademy.jp/course/programming/iot_master.html認定教育機関インターネット・アカデミーWebサイト

https://echonet.jp/about_echonet_iot_master_syst/
https://www.internetacademy.jp/course/programming/iot_master.html
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スマートハウスを学べるテキストです

家電製品協会がスマートハウス向け資格を創設
スマートマスターの詳細に関してはこちら

https://www.aeha.or.jp/nintei-center/smartmaster/

技術総合誌『OHM』で連載していた
（2015年5月号～2016年4月）

｢自分で作ろう！スマートハウス｣書籍化。
http://sh-center.org/hemsinfo/2484

教育関連

https://www.aeha.or.jp/nintei-center/smartmaster/
http://sh-center.org/hemsinfo/2484
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GCCE2024のOS-DSE（ECHONET Lite利用に関するセッション枠）
への論文発表御願い！<10/29−11/1 at 北九州市>

皆で論文出して世界にECHONET Liteの仲間を増やそう！

https://www.ieee-gcce.org/2024/

4月にアブストラクト
5月に２ページ論文。

なお、
OS-DSEを指定ください。

国際普及

https://www.ieee-gcce.org/2024/
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IoTスマートハウスが創る未来を一緒に考えましょう

http://sh-center.org/

http://sh-center.org/
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